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平成19年８月８日
原子力安全対策課
( １ ９ － ３ ７ )
＜16時記者発表＞

敦賀発電所１号機の定期検査状況について

（原子炉給水ポンプミニマムフロー配管曲がり部からの漏えいの原因と対策）

このことについて、日本原子力発電株式会社から下記のとおり連絡を受け

た。

記

敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉；定格電気出力35.7万ｋＷ）は、平成

19年２月16日から第31回定期検査中であるが、７月下旬に予定していた原子

炉起動に向けて原子炉給水系統の水張りを行い、７月22日に復水ポンプ１台

を運転した状態で、当該系統の点検を行ったところ、タービン建屋１階ヒー

タ室において、原子炉給水ポンプＡのミニマムフロー配管曲がり部から水の

滴下が確認された。このため、直ちに当該部を隔離して水抜きを行い、漏え

いを停止させた。

漏えい量はわずかで、放射能は検出限界（4.8×10 Bq/cm ）未満であった。-2 2

なお、本事象による周辺環境への影響はない。

［平成19年７月26日、８月６日 公表済］

１ 調査結果

当該ミニマムフロー配管は、各原子炉給水ポンプ（全３台）の起動およ

び停止時に流す水（ミニマムフローという）を復水器に回収している配管

で、今回、水漏れが確認された部位は、流れる水の量を制限するために配

管内に設置されたオリフィス下流側（復水器側）の曲がり部背側であった。

当該部を切断し内面目視した結果、オリフィスからの流れが直接衝突して

いる曲がり部の位置（背側）に局所的な減肉が認められ、減肉部を拡大観

察したところ、くぼみ状の浸食が確認された。

流れる水の圧力や温度を評価したところ、当該オリフィスを通った水は

下流側で一部が減圧沸騰し、二相流（蒸気と水が混在した流れ）となって

いたものと推定された。

当該配管には同様のオリフィスが他に２個あるが、これらを含め肉厚測

定を実施した結果、漏えい箇所以外で明らかな減肉や計算必要厚さを下回

る箇所はなかった。
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２ 推定原因

原子炉給水ポンプＡのミニマムフローを流した際、当該オリフィス下流

の流れ（二相流）が曲がり部背側に衝突して、浸食（エロージョン）によ

る減肉が発生した。この減肉がポンプの運転停止に伴い徐々に進行し、貫

通に至り漏えいしたものと推定された。

３ 対策

・当該曲がり部については、二相流の衝撃を緩和する構造のキャップ式タ

ーゲット方式の配管に取り替える。

・原子炉給水ポンプＢおよびＣのミニマムフロー配管について肉厚測定を

実施し、計算必要厚さを上回っていることを確認したが、Ｂ号機のミニ

マムフロー配管において、同様の位置の曲がり部で明らかな減肉が認め

られたことから、念のため、当該部については新品の配管に取り替える。

・今回の事象を踏まえ、復水器に接続されている配管で、浸食（エロージ

ョン）による減肉が発生する可能性のある部位のうち、未点検部位につ

いて肉厚測定を実施し、健全性を確認する。

配管取替工事および類似箇所の点検を行うことから、原子炉起動は８月

下旬以降となる見込みである。

問い合わせ先(担当：藤内)

内線2354・直通0776(20)0314
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【ＳＥＭ観察写真】 ［配管を流れ方向に半割りにした状態］ 
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【内面観察写真】 

A A´ 

減肉は局所的であった。 

A A´ 

くぼみ状の浸食が見られた。 

外径：約 114mm 

肉厚：約 11mm 

材質：低合金鋼 

配管仕様 

凡 例 

曲がり部の背側に衝突した２相流の衝撃

により浸食による減肉が発生。 

この減肉が徐々に進行し貫通。 


